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可逆回転式衝撃破砕機

サイ川又丁ンぺラー
Cgba富ImPelle「

ロータ可逆回転方式により消耗コストを低減。
2次・3次衝撃破砕機の効率を高めます。
安定した破砕粒度と低コストを同時に実現するロータ可逆回転方式の採用によって、

打撃板、衝突板などの消耗部品の長時間連続耐用に応えています。2次・3次衝撃

破砕機として、効率よく優れた製品を生み出します。

また、各摩耗部品に限界マークを表示しているため、残量が一目でわかり、部品

交換時期を把握できます。

価れた保守・点検性

衝突板の裏・側面を目視でき、サイドライナの全面をよく見える

ようにした2段階式ケーシング開閉方式を採用、日常のメンテ

ナンス性を高めました。また、衝突板のサイドから作業が行える

ため、コツターの打ち込みなどが簡単です。

間隙調整時間の短縮

油圧シリンダによる衝突板間隙調整装置の採用によって、

間隙調整時間を短縮しています。

大きな処理能力と衝撃破砕

破砕室のスペースが広いため、大きな処理能力を発揮します。

また、衝撃破砕によって、少ない所要動力で、優れた粒形の

製品を生み出します。

機械化による打撃板交換

従来、人力で行っていた打撃板の反転・交換作業を、2段式

油圧シリンダによる横械操作で可能にしました。ボタン操作と

軽作業で打撃板の交換作業が短時間で行えます。
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